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6
月
5
日
（
土
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て

支
部
長
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
清
水
伸
行
２
０
２
０
年
度
後
援
会
会

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
大
学
の
小
澤

雄
司
常
務
理
事
か
ら
あ
い
さ
つ
と
大
学

の
近
況
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
に
議
長
の
清
水
会
長
か
ら
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
上
で
実
施
し
た
２
０
２
１
年

度
後
援
会
総
会
の
電
子
表
決
の
結
果
報

告
が
あ
り
、
２
０
２
０
年
度
事
業
・
決

算
報
告
（
案
）、
２
０
２
１
年
度
予
算
・

事
業
計
画
（
案
）、
２
０
２
１
年
度
役
員

選
出
の
全
て
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
議

事
に
お
い
て
は
、
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍

で
も
「
支
部
総
会
・
父
母
懇
談
会
」
が

円
滑
に
開
催
で
き
る
よ
う
に
、
オ
ン
ラ

イ
ン
（
Ｚｏ
ｏ
ｍ
）
を
用
い
た
新
た
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
支
部
出
身
者
に
向
け
た
奨

学
金
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
、
後
援
会

事
務
局
の
関
口
広
之
進
事
務
局
長
よ
り

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
会
議
の
後
半
で
は
、
２
０
２
１
年
度

「
新
入
生
父
母
の
集
い
」
の
開
催
状
況
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
各
支
部
か
ら

は
、
今
後
の
活
動
予
定
や
、
支
部
活
動

の
役
員
選
出
で
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
今
後
継
続
し
て

議
論
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
支
部
長
会
議
は
、
友
利
方
彦
後
援
会

新
会
長
の
あ
い
さ
つ
で
、
締
め
く
く
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
後
援
会
は

「
子
ど
も
の
母
校
は
我
が
母
校
」
の
モ
ッ

ト
ー
の
下
、
大
学
に
協
力
し
、
学
生
が

安
心
し
て
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご

理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
支
部
長
会
議
」報
告

後
援
会
支
部
委
員

諏
訪
部 
真
理 
（
千
佳
／
理
工
学
部
）

後
援
会
だ
よ
り
「
子
ど
も
の
母
校
は
我
が
母
校
」

「
後
援
会
だ
よ
り
」は
後
援
会
が
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
作
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
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※（　　 ）内は子どもの名前／学部
本文の役職名は2021年6月当時のものです。

　
6
月
19
日
（
土
）、
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
大

内
山
校
舎
7
階
Ｙ
７
０
２
教
室
に
て
、
ハ※

イ

フ
レ
ッ
ク
ス
設
備
を
利
用
し
、
会
場
・
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
併
用
に
よ
る
後
援
会
役
員
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
役
員
研
修
会

は
毎
年
１
回
、
法
政
大
学
の
教
育
理
念
や
大

学
が
目
指
す
役
割
に
つ
い
て
の
理
解
を
目
的

に
、
大
学
の
教
職
員
の
方
に
講
師
を
お
願
い

し
、
ご
講
演
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
友
利
方
彦
後
援
会
会
長
の
あ

い
さ
つ
に
続
き
、「
W
i
t
h
コ
ロ
ナ
、

P
o
s
t
コ
ロ
ナ
の
法
政
大
学
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
廣
瀬
克
哉
新
総
長
に
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
度
を
失
わ
れ
た
学

年
に
し
な
い
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も

学
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
整
備
し
、
感
染
状
況
で
リ
ス
ク
を
レ
ベ

ル
分
け
し
、
機
敏
に
対
応
し
な
が
ら
対
面
授

業
の
再
開
を
進
め
る
な
ど
、
大
学
の
取
り
組

み
を
丁
寧
に
詳
し
く
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し

た
。
学
生
の
健
康
を
守
り
な
が
ら
、
学
び
の

質
を
大
切
に
学
問
の
継
続
を
図
り
、
常
に
学

生
に
寄
り
添
っ
て
工
夫
を
凝
ら
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
大
学
へ
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
研
修
会

は
、
西
山
広
二
郎
後
援
会
副
会
長
の
あ
い
さ

つ
を
も
っ
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
緊
急
事
態
宣
言
発
令
中
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
の
併
用

開
催
と
な
っ
た
こ
と
で
、
全
国
の
多
く
の
支

部
役
員
の
皆
さ
ま
に
も
ご
参
加
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
時
間
を
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
役
員
の

皆
さ
ま
と
の
交
流
を

広
げ
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
参
加
の
皆
さ
ま
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

「
後
援
会
役
員
研
修
会
」報
告

後
援
会
副
会
長 

相
澤 

さ
え
子 

（
俊
輔
／
情
報
科
学
部
）

※ハイフレックス設備：対面授業をオンライン授業として同時配信する、ハイブリッド型授業用の設備
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2015

　
５
月
23
日
（
日
）、
水
戸
京
成
ホ
テ
ル

に
て
「
新
入
生
父
母
の
集
い
」
を
２
年
ぶ

り
に
開
催
し
、
１・２
年
生
の
保
護
者
の

皆
さ
ま
に
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
両
方
で

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
小
金
井
事
務
部
学
務
課
の
糸
井
史
博

主
任
か
ら
は
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の

大
学
に
お
け
る
授
業
、
学
生
生
活
に
つ
い

て
」
と
題
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
大

学
の
状
況
や
対
面
授
業
へ
の
前
向
き
な

姿
勢
が
分
か
っ
て
安
堵
し
た
と
い
う
感
想

が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
続
く
懇

談
会
で
は
、
関
心
事
と
し
て
「
コ
ロ
ナ
禍

で
の
生
活
対
応
（
メ
ン
タ
ル
面
も
含

む
）」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り

方
」「
大
学

の
授
業
、
単

位
修
得
、
将

来
の
進
路

（
就
職
）」
な

ど
が
挙
げ
ら

れ
、
人
と
の

つ
な
が
り
が

こ
の
上
な
く

大
切
で
あ
る

と
の
共
通
見
解
に
至
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
集
い
を
通
し
て
、
保
護
者
が

我
が
子
を
深
く
思
う
の
と
同
様
に
、
大

学
に
対
し
て
も
強
い
思
い
を
抱
い
て
い
る

こ
と
を
認
識
し
ま
し
た
。
今
後
も
「
子

ど
も
の
母
校
は
我
が
母
校
」
の
モ
ッ
ト
ー

の
下
、
一
番
の
応
援
団
と
し
て
活
動
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
創
意
工
夫
を
し
つ

つ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
、
大
学
祭
、
六

大
学
野
球
や
駅
伝
の
応
援
な
ど
を
実
現

さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
新
役
員
も
無
事
選
出
で
き
、
今
後
の

活
動
が
よ
り
活
発
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
大
学
憲
章
の
「
自
由
を

生
き
抜
く
実
践
知
」
の
言
葉
に
内
包
さ

れ
て
い
る
と
お
り
、
学
生
の
皆
さ
ん
に

は
、
し
な
や
か
に
世
の
中
を
生
き
抜
く
力

＝
自
由
な
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
礎
と
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
精
神
性
の
高
い

学
び
を
獲
得
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
創
造
性
と
課
題
に
向
き
合

う
力
が
、
危
機
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
実

践
知
に
つ
な
が
る
と
信
じ
ま
す
。
学
生
の

皆
さ
ん
が
豊
か
な
人
生
を
歩
め
る
よ

う
、
茨
城
県
支
部
後
援
会
は
応
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

「
茨
城
県
支
部 

新
入
生
父
母
の
集
い
」報
告

茨
城
県
支
部
長 

原 

恵
三
子 

（
祐
介
／
経
営
学
部
）

　
栃
木
県
支
部
で
は
、
５
月
23
日
（
日
）
に

宇
都
宮
市
内
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
で

「
新
入
生
父
母
の
集
い
」
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。昨

年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
に
中
止
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
２
年
生
の
父
母
も
含
め
、
１・２
年
生

合
同
で
の
開
催
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
変
更
、
よ
り
広
い
会

場
へ
の
変
更
、
会
場
参
加
と
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
の
併
用
開
催
な
ど
、
例
年
と
は
大
き
く
異

な
っ
た
父
母
の
集
い
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
参
加
者
は
、
新
入
生
父
母
が
15
人

（
会
場
参
加
９
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
６

人
）、
２
年
生
父
母
が
13
人
（
会
場
参
加
９

人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
４
人
）
の
計
28
人
で

し
た
。
栃
木
県
で
は
状
況
が
落
ち
着
い
て
い

る
と
は
い
え
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
で
あ

り
、
参
加
者
は
例
年
よ
り
少
な
く
な
る
だ
ろ

う
と
思
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
予
想
以
上
に

少
な
か
っ
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ま
は
、
初
め
は
緊
張
気
味

で
し
た
が
、
学
務
部
学
部
事
務
課
の
伊
藤
賢

治
課
長
の
講
演
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
質
疑

応
答
で
は
予
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー
す
る
く
ら

い
多
く
の
質
問
が
出
ま
し
た
。
そ
の
後
の
懇

談
も
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
準
備
の
段
階
か
ら
手
探
り
の
上
に
、
２
学

年
合
同
で
の
開
催
と
あ
っ
て
、
支
部
役
員
全

員
で
準
備
、
運
営
に
当
た
り
ま
し
た
。
当
日

ス
ム
ー
ズ
に
進
行
で
き
た
の
は
、
役
員
一
人
一

人
が
そ
の
場
そ
の
場
で
、
臨
機
応
変
に
対
応

し
て
く
だ
さ
っ
た
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
、
役
員
同

士
が
信
頼
関
係
を
持
っ
て
活
動
し
、
会
員
全

員
が
安
心
し
て
参
加
し
、
情
報
交
換
を
行
え

る
場
と
な
る
よ
う
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

「
栃
木
県
支
部 

新
入
生
父
母
の
集
い
」報
告

栃
木
県
支
部
長 

髙
山 

友
樹 

（
雅
貴
／
法
学
部
）
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2021年度 後援会の主な事業

2021年度 法政大学後援会運営委員

2021年度（2021年4月～2022年3月）の主な事業計画は以下のとおりです。

前列左から西山広二郎副会長、相澤さえ子副会長、友
利方彦会長、諏訪部真理副会長、石井亘副会長
後列左から滝沢かおり総務、市瀬恵美子総務、小林こ
ずえ総務、浅見佐亨総務、鯨岡光男総務、松﨑浩司
総務、白鳥高総務

事業項目 主な事業

1.父母懇談会※1

支部 ・36支部で「支部総会・父母懇談会」を開催　7月3日（土）～8月29日（日）

首都圏
・ 東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県の父母を対象に３キャンパスで開催
市ケ谷キャンパス　10月 3日（日）
小金井キャンパス　10月10日（日）
多摩キャンパス　　10月9日（土）

2.後援会活動の活性化と適正化 ・各種会議へ参加※1
・後援会活動の活性化、適正化に向けた討議

3.支部における諸活動（任意）※1
・新入生父母の集い
・キャンパス見学、会員相互の親睦を図るための活動の企画・実施
・支部による学生課外活動の支援

4.学生･大学への助成
・新型コロナウイルス感染症、自然災害などにおける学生支援
・経済的困窮学生のための支援
・広報活動などへの補助
・その他、学生・大学活動への助成

5.広報活動
・広報誌「法政」掲載の「後援会だより」、後援会ウェブサイトの活用
・スポーツや文化活動の情報発信
・「会員のための大学ガイドブック」の作成

6.大学関係者との連携強化※1 ・大学との各種懇談会の実施
・校友会との相互連携

7.法政スポーツコミュニティー（HSC）・学生支援※2 ・学生スポーツの応援、文化系学生の課外活動のサポート

8.その他※1 ・対外組織との連携

法政大学後援会事務局
〒102-0073
東京都千代田区九段北3-2-3 法政大学九段校舎4F
TEL：03-3264-9350
FAX：03-3264-9367  
E-mail：koenkai@hosei.ac.jp　　            

後援会ウェブサイト  
https://www.hosei-koenkai.org/

※1 2021年度は、新型コロナウイルス感染症などの拡大状況により、活動内容や開催方法を都度判断する。
※2 各種団体の応援ガイドラインなどに基づきサポートを行う。
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2021年度後援会総会 電子表決結果のご報告

キャリアセンター職員による会員向けオンデマンド動画配信

　2021年5月21日（金）～ 5月31日（月）に、後援会ウェブサイト上で2021年度後援会総会の電子表決を行いました。
以下の全ての議案において、行使された議決権の賛成が半数を上回り、2021年6月5日（土）付けにて可決・承認されま
したことをご報告いたします。議案の内容は、後援会ウェブサイトに掲載しています。
　※電子表決が行われない場合は、議長に一任として取り扱いとします。

【議案】
・第1号議案「2020年度事業・決算報告（案）」
・第2号議案「2021年度予算（案）」
・第3号議案「2021年度事業計画（案）」
・第4号議案「2021年度役員選出」

後援会ウェブサイト  
https://www.hosei-koenkai.org/

　
広
島
県
支
部
で
は
5
月
23
日
（
日
）、
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
に
よ
る
「
新
2
年
生
・
新
入
生

父
母
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
初

は
、
会
場
・
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
併
用
開
催
の

予
定
で
し
た
が
、
広
島
県
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
緊
急
事
態
宣
言

が
出
さ
れ
た
た
め
、
支
部
役
員
で
検
討
の
結

果
、
会
場
参
加
を
断
念
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
の
み
の
実
施
と
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
新
入
生
父
母
の

集
い
を
は
じ
め
全
て
の
行
事
が
中
止
と
な

り
、
現
新
2
年
生
の
父
母
と
の
交
流
が
全
く

で
き
な
い
状

況
だ
っ
た
た

め
、
オ
ン
ラ

イ
ン
と
は
い

え
交
流
を
実

現
で
き
た
の

は
大
変
良

か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
今

回
は
、
新
2

年
生
6
人
、

新
入
生
7

人
、
計
13
人
の
父
母
が
参
加
し
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
は
初
め
て
で
、
I
T
機

器
操
作
に
も
不
慣
れ
の
た
め
、
私
を
含
め
支

部
役
員
の
一
部
は
会
場
の
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
21
広
島
に
参
集
し
、
会
を
運
営
し
ま
し

た
。
ま
た
、
後
援
会
事
務
局
が
手
配
く
だ

さ
っ
た
I
T
機
器
業
者
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ

り
、
支
障
な
く
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
で
き
ま

し
た
。

　
社
会
学
部
事
務
課
の
平
田
雄
大
主
任
（
当

時
）
に
よ
る
講
演
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の

大
学
に
お
け
る
授
業
、
学
生
生
活
に
つ
い

て
」
の
後
、
支
部
役
員
の
自
己
紹
介
が
あ

り
、
新
2
年
生
・
新
入
生
の
父
母
か
ら
は
お

子
さ
ん
の
学
生
生
活
の
様
子
を
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
が
主
と
な
る
な
ど
、
通
常
の
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
が
送
れ
ず
、
大
変
な
ご
苦
労
を
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
後
援
会
活
動
を
通
じ
て
会
員
の
皆

さ
ま
と
交
流
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

「
広
島
県
支
部 

新
入
生
父
母
の
集
い
」報
告

広
島
県
支
部
長 

藤
井 

克
彦 

（
健
一
郎
／
理
工
学
部
）

　例年の父母懇談会で、会員の皆さまにご聴講、ご参加いただいておりますプログラム、大学職員による「就職
状況」等に関する説明を今年度もオンラインにて公開しております。
■「就職状況」等に関する説明（資料・動画）　 
閲覧、視聴には、後援会ウェブサイトの会員限定特設ページにアクセスし、IDとパスワードの入力が必要です。
https://www.hosei-koenkai.org/members 
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